
 

11 月 25 日に、「ホワイト物流推進」東京セミナーを開催報告 

 
JMFIでは今春、調査・企画委員会を立ち上げ、今期は会員各位へのさらなる価値提供を目指し

て準備してまいりました。 

この度、直近の重要テーマである「ホワイト物流」推進に関わるセミナーを企画し、大阪での同

テーマのセミナーに続き、11月に東京でも開催いたしました。 

------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 

「ホワイト物流」推進への物流労働環境改善セミナー 

＜運べなくなる時代＞に物流ホワイト化、労働環境改善の考え方と事例を学ぶ 

 

◆東京開催セミナーの概要 

［日時］11 月 25 日 (月) 10:15～16:30  JMFI 会議室 

＜基調講演＞ 10:15～11:45 

『ホワイト物流推進運動が目指す物流の姿～日本の物流を止めないために』 

国土交通省 自動車局総務課企画室長 星 明彦氏 

＜パネルディスカッション＞ 12:45～15:00 

『荷主、物流事業者の「ホワイト物流」推進策と展望』 

[プレゼン①] 

『物流業 運送業界から見たホワイト物流推進運動への対応と課題』 

鈴与カーゴネット㈱ 会長 川口 博氏 

[プレゼン②] 

『卸売業 日用雑貨卸売 業界における物流労働環境改善への取り組み事例』 

㈱あらた ロジスティクス本部 物流企画部長 兼 労働安全担当部長 大原 康一 氏 

[プレゼン③] 

『製造業 日用雑貨製造 業界における物流労働環境改善への取り組み事例』 

元 エステー ビジネス サポート㈱ 社長 岡田 章一 氏 

[ディスカッション] 15:00～16:20 

以上の講師3名がパネラーとなり、会場の参加者と討議と質疑応答 

＜進行＞ サンスター㈱ 経営本部 理事 荒木 協和 氏 

 

◆セミナー内容 

星氏の基調講演では、初めに物流業界の人材確保が大きな問題となり、事業者が苦しんでいる背

景より、経営に直結する大きな問題となってきていること、構造的な問題に取り組む必要性があり、

生産性向上に向けて、「ホワイト物流」推進の施策運動が始まったことを説明。自動車運送事業を取

り巻く現状や、トラック運転手不足が深刻になっている問題に対して、国民生活・産業活動に必要



な物流を安定的に確保するとともに、経済の成長に寄与することを目的に「ホワイト物流」運動推

進に取り組んでいること、自主行動宣言、自動車運送事業者のワークスタイル認証制度等の取組み

について紹介されました。 

川口氏からは、労働時間の短縮に向けての自社での取組みと、荷主企業に調査協力を発信してい

る取組みを紹介。続いて大原氏から、ホワイト物流運動への参加の経緯や、荷主企業としての SCM

連携に関する新しい取組みを紹介。最後に岡田氏より、物流センターの現場の取組み事例の紹介が

あった。また現行制度面での運用の課題等が紹介され、ディスカッションでは荒木氏の進行により、

以上のテーマにかかわるパネラーとの討議と、会場参加者も交えた意見交換が行われました。 

 

セミナーの模様と星室長 

 

パネルディスカッション／右から荒木氏、岡田氏、大原氏、川口氏 

 


